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2.1  被害の概要
気象の状況で述べたとおり、この災害では 7 月 3 日と 7 月 14 日の 2 回にわたり豪雨

に見舞われた。
7 月 3 日は午前 7 時を過ぎた頃から急に雨脚が強くなり、花月川の上流部となる藤山

町では堤防の決壊により周辺住宅が浸水した。また、清水町住吉地区では、堤防の一部
決壊により住宅 1 棟が倒壊、周辺にも浸水被害が発生した。中流部の上手町では、河川
に流れ出た流木が「夕

ゆうだばし

田橋」の橋脚部や欄干に滞留し、橋の道路部分を伝い周辺に氾濫
したため、上

のぼてまち

手町、丸山 1 丁目、丸山 2 丁目、吹
ふきあげまち

上町など広範囲に浸水被害をもたらした。
また、花月川支流となる小野川、有田川でも堤防の決壊あるいは越流により、住家、

道路、農地に甚大な被害をもたらした。
さらに 7 月 14 日には、3 日の被害からの復旧が進む中、午前 0 時を過ぎたあたりから、

追い打ちをかけるような豪雨に再び見舞われ、花月川、小野川、有田川周辺では、3 日
とほぼ同様な浸水被害が発生した。

14 日は、3 日には被害がなかった、高瀬川、串川、内
う ち が の が わ

河野川、二串川、大肥川、吾
ご

々
ご

路
ろ

川
がわ

など、市内のいたるところの河川でも、豪雨による越流が発生し、3 日の被害に輪
をかける形で、住宅の浸水や道路の決壊、農林地の崩壊など、市内全域に甚大な被害が
発生する事態となった。

花月川周辺の浸水範囲と浸水状況等の写真を以下に示す。
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図−2.1.1　花月川の浸水範囲（７月3日と14日）1）
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写真−2.1.1　花月川の浸水状況（上流部・藤山町周辺）

写真−2.1.2　花月川の堤防決壊状況（右岸・清水町）
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2.2  人的被害
（1）死者・行方不明者・負傷者の発生状況

日田市における人的被害の状況は、以下のとおりであった。
7 月 3 日の豪雨では、殿町で被災した道路の倒木処理を行っていた方が、脚立から

転落して、足を骨折する怪我を負われた。
また、7 月 14 日には、福岡県朝倉市との県境付近となる本市西部の夜明中町にお

いて、豪雨により流れ出した山腹からの雨水により国道 386 号の一部が陥没した。同
日午前 7 時前後、朝倉市方面から日田市の事業所に通勤していた車両が、同所を通過
しようとした時、陥没箇所でバウンドし、飛び越える形で数十メートル先のガードレー
ルを越え、「夜明ダム」に落ちたと見られている。転落後、勤務先の会社に転落した
方の携帯電話から「川に落ちた」との趣旨の連絡があったとの報道があった。

転落された方は、現場から下流 13㎞の福岡県うきは市で 7 月 16 日午前 10 時頃、
遺体で発見されるという痛ましい事故となった。

以上のような状況で、死者及び負傷者の発生数は下表のとおりである。

表−2.2.1　死亡者・負傷者の発生状況

種　別
日　時

死 亡 負傷者 合　計

7 月   3 日 0 人 1 人 1 人

7 月 14 日 1 人 0 人 1 人

合　計 1 人 1 人 2 人

また、死亡者が出た国道 386 号の写真を以下に示す。

　　

（夜明中町）
・日田市側から福岡方面を撮影した現場。 　　

（夜明中町）
・国道 386 号線陥没現場。
※事故当時の陥没は半分程度の規模であったと考えられる。

写真−2.2.1　国道386号の陥没現場その1 　　 写真−2.2.2　国道386号の陥没現場その2
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2.3  住家等建物被害
家屋（住家）等の被害は、土砂崩れや土石流による損壊及び河川の氾濫、堤防の決壊

による倒壊や浸水が主な原因となっており、13 棟が全壊とされた。
土砂災害や土石流による被害は、7 月 3 日、14 日ともに小野地区、東有田地区、大山

町、天瀬町、前津江町などの山間部を中心に発生した。
7 月 3 日の河川の氾濫では、上手町、日ノ出町、丸山 1 丁目・2 丁目、吹上町など、

旧日田市の中心部に近い地域で甚大な浸水被害をもたらした。
また、大山町の吾々路川上流部では、山地崩壊が起きており、この崩壊で堰き止めら

れたと考えられる河川の水が一気に川を下ったため、蛇行した吾々路川の最下流部分の
堤防が決壊し、堤防沿いの家屋に大量の土砂や石が流れ込み、大きな被害となった。

以下に住家被害の集計結果を示す。

表−2.3.1　7月3日の豪雨による住家被害
（単位：棟）

損　害
地　区

全　壊 半　壊 床上浸水 床下浸水 合　計

日 田 8 397 132 114 651

大 山 0 0 0 0 0

天 瀬 0 0 0 0 0

前 津 江 0 0 1 0 1

中 津 江 0 0 0 0 0

上 津 江 0 0 0 0 0

合　計 8 397 133 114 652

表−2.3.2　7月14日の豪雨による住家被害
（単位：棟）

損　害
地　区

全　壊 半　壊 床上浸水 床下浸水 合　計

日 田 1 10 11 8 30

大 山 0 6 5 2 13

天 瀬 3 4 5 2 14

前 津 江 1 0 1 0 2

中 津 江 0 0 0 0 0

上 津 江 0 0 0 0 0

合　計 5 20 22 12 59

※ 7 月 3 日に浸水し、14 日に再び浸水した住家は 3 日分のみに計上
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表−2.3.3　平成24年豪雨による住家被害（3日と14日の合計）
（単位：棟）

損　害
地　区

全　壊 半　壊 床上浸水 床下浸水 合　計

日 田 9 407 143 122 681

大 山 0 6 5 2 13

天 瀬 3 4 5 2 14

前 津 江 1 0 2 0 3

中 津 江 0 0 0 0 0

上 津 江 0 0 0 0 0

合　計 13 417 155 126 711

※平成 24 年 7 月災害　非住家　被害計 103 棟

花月川被災状況（日田市大字花月） 

写真−2.3.1　花月川沿いの住家被害（大字花月・秋原橋付近）3）
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熊尾川被災状況（日田市大字羽田） 

写真−2.3.2　熊尾川の護岸被害と住家被害3）

大肥川出水状況（日田市大字夜明） 

写真−2.3.3　大肥川沿いの人家への浸水（夜明橋より）3）
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写真−2.3.4　住吉地区の住家被害

写真−2.3.5　住宅・自動車の浸水被害（光岡公民館提供）
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写真−2.3.6　住家等の浸水被害（三
み は な

花公民館提供）

写真−2.3.7　住家等の浸水被害（昭和学園提供）
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2.4  花月川の浸水等被害
（1）7 月 3 日の浸水範囲・箇所

国土交通省の報告 2）によれば、浸水範囲は図− 2.4.1 に示すような範囲であった。
また、7 月 3 日出水における花月川の被災箇所とその写真を以下に示す。

121 3 h浸水区域面積

平成24年7月11日現在 速報値

121.3 ha

全壊 1 戸

半壊 0 戸

軒下浸水 116 戸

床上浸水 298 戸

浸水区域面積

家屋

床上浸水 298 戸

床下浸水 306 戸

計 721 戸

※１１日１５時の速報値であり、今後の調
査により変わる可能性があります

（浸水被害は、国土交通省による
国管理区間の調査結果です。）

査により変わる可能性があります。

：平成24年7月3日出水の浸水エリア

図−2.4.1　7月3日の浸水範囲・越水箇所等2）

主な河川管理施設の被害箇所図（花月川）主な河川管理施設の被害箇所図（花月川）

番号 河川名 左右岸 距離標 箇所名 被災種別 延長

③
① 花月川 左岸 ５ｋ８００ 日田市西有田地先 堤防決壊 Ｌ＝１６０ｍ

ひたしにしありた

①
②

② 花月川 右岸 ６ｋ２００ 堤防決壊 Ｌ＝２００ｍ

③ 花月川 右岸 ７ｋ７００ 護岸崩壊 Ｌ＝　３０ｍ

花月川の河川管理施設の被害

堤防決壊 ２箇所

③ 護 壊

堤防決壊 ： ２箇所

護岸崩壊 ：１７箇所

堤防損傷 ： ５箇所

河岸崩壊 ： ７箇所

その他 ： ２箇所

合 計 ：３３箇所 合流点

◎
日田市役所

筑後川

※今後の調査の状況によって、箇所及び
延長等変更となる場合があります。

（７／２５ １７：００現在）
筑後川

日田市三和地先

ひたしみわ

ひたしみはな

日田市三花地先

図−2.4.2　7月3日豪雨での河川管理施設の被害箇所2）
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花月川花月川
至 大分

花月川 住吉地区 ６Ｋ２００付近

堤防決壊 L=160m堤防決壊 L=160m

至 鳥栖

日田市西有田地区（花月川左岸 ５Ｋ８００付近） 堤防決壊状況
写真−2.4.1　花月川左岸西有田地区（5K800付近）の堤防決壊状況2）

花月川花月川

堤防決壊 L 200堤防決壊 L=200m

況
日田市三和地区（花月川 右岸６Ｋ２００付近） 堤防決壊状況

写真−2.4.2　花月川右岸三和地区（6K200付近）の堤防決壊状況（清水町住吉）2）
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花月川花月川

２１２

２１２

護岸崩壊 L=30m

日田市三花地区（花月川 ７Ｋ７００付近） 浸水状況
写真−2.4.3　花月川上流部の護岸崩壊箇所と浸水状況（三花地区）2）

（2）応急復旧工事
7 月 3 日の被災後、その応急復旧工事が国土交通省九州地方整備局により速やかに

実施された。その状況を以下に示す。

■被災した施設の応急復旧（５K８００左岸）■被災した施設の応急復旧（５K８００左岸）

堤防決壊 L=160m

７月３日 １４：００ ７月９日 ７：００

堤防決壊 L=160m

花月川

７月１１日 ８：３０
応急復旧断面 5/800

ＴＨ ９８ １６８

１００

天端

W=３m

連節ブロック（遮水シート込） 連節ブロック（遮水シート込）

花月川

ＴＨ＝９８．１６８
DHWL（調査中）

工事用道路

W=６m

W=３m

根固めブロック（２～５ｔ）

１：１

１：１
×

×
×

×

×

９５

ＴＰ

W=６m根固めブ ック（２ ５ｔ）

＋

岩砕（間詰め） 袋詰根固（３ｔ）

×

写真−2.4.4　被災した箇所の応急復旧工事（5K800）2）
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■被災した施設の応急復旧（６K２００右岸）■被災した施設の応急復旧（６K２００右岸）

７月３日 １４：００ ７月３日 ２３：５０

（調査中）

連節ブロック（遮水シート込） 天端
W=２m

天端W=４m

応急復旧断面 6/200

HWL

DHWL（調査中）

７月１２日 ９：００

盛土（岩砕＋流用土）
根固ブロック（２～５ｔ） 袋詰根固（３ｔ）

写真−2.4.5　被災した箇所の応急復旧工事（6K200）2）

（3）7 月 14 日の被害箇所等
花月川は7月14日の豪雨で、再び被災した。その被災箇所と被災状況を以下に示す。

主な河川管理施設の被害箇所図（花月川）主な河川管理施設の被害箇所図（花月川）

④番号 河川名 左右岸 距離標 箇所名 被災種別 延長

③

① 花月川 右岸 ５ｋ４００ 日田市
ひ た し

西有田
に しあ りた

地先
ち さ き

河岸崩壊 L=１００ｍ

② 花月川 左岸 ５ｋ８００
ひ た し に しあ りた ち さ き

護岸崩壊 Ｌ ７０

L=１２０m

L ０

②

② 花月川 左岸 ５ｋ８００ 日田市
ひ た し

西有田
に しあ りた

地先
ち さ き

護岸崩壊 Ｌ＝７０ｍ

③ 花月川 右岸 ７ｋ０００ 堤防損傷 Ｌ＝１００ｍ

L= ９０m

L=１７０m

花月川の河川管理施設の被害

①
④ 花月川 右岸 ８ｋ１００

日田市
ひ た し

三和
み わ

地先
ち さ き

護岸崩壊 Ｌ＝　９０ｍL= ９０m

花月川の河川管理施設の被害

護岸崩壊 ：２０箇所

堤防損傷 ： ４箇所

河岸崩壊 ： ２箇所

その他 ： ２箇所

合計 ：２８箇所 合流点

◎
日田市役所

筑後川合計 箇所

※今後の調査の状況によって、箇所及び
延長等変更となる場合があります。

（７／２５ １７：００現在）
筑後川

日田市
ひ た し き

先花地三
みはな ち さ

図−2.4.3　7月14日豪雨での河川管理施設の被害箇所2）
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花月川花月川

河岸崩壊 L＝120m

花月川

 日田市西有田地区（花月川右岸 ５Ｋ４００付近） 河岸崩壊状況 

写真−2.4.6　花月川右岸西有田地区（5K400付近）の河岸崩壊状況（崩壊は上手町、対岸は坂井町）2）

花月川花月川

花月川

護岸崩壊 L=90m

日田市西有田地区（花月川左岸 ５Ｋ８００付近） 護岸崩壊状況

写真−2.4.7　花月川左岸西有田地区（5K800付近）の河護岸壊状況（坂井町）2）
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花月川花月川

堤防損傷 L=170m堤防損傷 L=170m

花月川

日田市三和地区（花月川右岸  ７Ｋ ０００付近） 堤防損傷状況

写真−2.4.8　花月川右岸三和地区（7K000付近）の堤防損傷状況（財津町、九州木材対岸）2）

花月川花月川

護岸崩壊 L=90m

 日田市三花地区（花月川  右岸８Ｋ１００付近） 護岸崩壊状況

写真−2.4.9　花月川右岸三花地区（8K100付近）の護岸崩壊状況（財津町、地蔵元橋上流）2）
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（4）7 月 14 日出水後の応急工事
14 日出水後の応急工事の例として、8K000 付近の状況を以下に示す。

【７月３日出水後の対応】【７月３日出水状況】 【７月３日出水後の対応】

国道212号

【７月３日出水状況】

日田市三和

【７月１４日出水後の対応状況】【７月１４日出水状況】

盛土＋大型土のう

【 月 出水後 対 状況】【 月 日出水状況】

7/13 13:20頃
盛土＋大型土のう＋掘削

写真−2.4.10　花月川8K000付近の14日出水後の応急工事の状況2）

ミニ
解説

河川堤防の決壊原因は、以下のように整理されています。

ー   最近の堤防の被災事例と特徴 ー
 （土木研究所　石原雅規氏の発表資料より）

浸透
のりすべり

基盤漏水（堤体漏水）

※堤体漏水は、設計の対象外

※設計で、すべりと漏水は独立

越水（裏のり面からの侵食）

侵食（川側からの侵食）

洪水による河川堤防の決壊原因

川表側

越流水によって川裏側から堤体が削れる

川裏側

川表側

河川水によって川表側から
堤体が削れる

川表側

堤体を浸透した水によって
堤体が崩れる

川表側

基礎地盤にパイピングが生じ
堤体が崩れる
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2.5  吾
ご ご ろ

々路川の土砂災害
以下、土木学会調査団の報告書 4）を引用させて頂きながら、吾々路川の土砂災害に

ついて記す。
筑後川上流大山川支流の赤石川は、流域面積 46.1㎢、流路延長 8.8㎞であり、大山ダ

ムが建設されている。ダムの下流で合流する吾々路川（流域面積 4.6㎢、流路延長 3.6㎞）
では、平成 24 年 7 月の九州北部豪雨において土砂災害が発生した。

吾々路川を流下した土石流は、上流では林道に、また日田市西大山地区の吾々路川と
赤石川の合流点では直上の右岸側が破堤して住宅地へと溢れ出した。土砂は国道 212 号
線に達し、7 月 14 日の通行止めの原因となった。（付近の国道の全面開通は 7 月 31 日）。
この土石流により、人的被害は免れたものの、家屋、道路・林道の損壊があった。

　

　

写真−2.5.1　吾々路川の土石流被害の状況
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ミニ
解説 ー   土砂災害の区分 ー

 （地質情報ポータルサイトより）
土砂災害とは、斜面崩壊（崖崩れ、表層崩壊及び深層崩壊）、土石流及び地すべり、あ
るいは火山噴火に伴う溶岩流、火砕流及び火山泥流などにより、人命や財産・インフラな
どが脅かされる自然災害の総称のことです。以下のように区分されます。
〈土砂災害〉

斜面崩壊（崖崩れ、山崩れ、急傾斜地崩壊）
表層崩壊： 表面土層のみ崩壊する現象です。どの地質でも起こりうる、

という特徴があります。
深層崩壊： 表面土層と風化岩盤が一体となって崩壊する現象です。

表層崩壊に比べ崩壊規模が格段に大きいことが特徴です。
土　石　流：斜面で崩壊した土砂が多量の雨水や渓流水と混じり合い、渓流に

堆積していた土砂をも巻き込んで流動化して流れ下る現象です。
地すべり：斜面が重力により移動する（すべる）現象です。斜面崩壊に

比べ、運動速度が遅いという特徴があります。
岩盤崩落：亀裂が伸展するなどにより、岩（石）塊が崩落する現象です。

北海道、豊浜トンネルの岩盤崩落事故で有名になりました。
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2.6  県管理河川の浸水状況
国管理河川である花月川や大きな土砂災害が発生した吾々路川の他、大分県が管理し

ている有田川などの河川においても、山腹崩壊や河岸の浸食に伴い発生した多量の流木
が主に橋梁に集積したこと等により河川の流下能力を低下させ、氾濫を助長した箇所が
多くの河川で見られた。

大分県日田土木事務所管内の河川別の浸水状況を表−2.6.1に示す。有田川の被災区
間の図を図−2.6.1に示す。また、各河川の出水・被災状況を以下の写真で示す。

表−2.6.1　日田市内の県管理河川の浸水状況3）

河川名 宅地
（ha） 

田・畑
（ha） 

山林
（ha） 

計
（ha） 

床上
（戸） 

床下 
（戸） 備考

大肥川 0.06  1.23 1.29 2

鶴河内川  1.21 1.34 1 3

内河野川  0.13  0.29  0.14 0.43

二串川  0.27 24.43 24.70 2 9

花月川  0.53  1.83 2.36 3 4

渡里川  0.10  0.39 0.49

有田川  5.12 48.18 53.30 57 45

石松川  3.92  1.29 5.21

熊尾川  0.50  9.93  2.99 13.42 7 9

蕪谷川  0.77  3.42  4.19 1 1

小野川  1.68  4.43 6.11 8 9

一の瀬川  0.40  0.60  1.00 

串川  0.03  1.49  0.22  1.74 1

高瀬川  1.05  2.42  0.96  4.43 2

月出山川  2.24  2.24 

有田川（県）事業区間L=7.1km堤防決壊箇所

凡　　例

浸水範囲

×

日田市

家屋倒壊状況

①

②

③

④

④

図−2.6.1　有田川の被災区間3）
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有田川出水状況（日田市大字羽田） 

写真−2.6.1　有田川の出水状況その13）

有田川被災状況（日田市大字東有田） 

写真−2.6.2　有田川の被災状況（東有田中学校付近）3）
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有田川出水状況（日田市大字東有田、日掛橋付近） 

提供：大分合同新聞社 

写真−2.6.3　有田川の出水状況その23）

有田川出水状況（日田市大字有田） 

写真−2.6.4　有田川の出水状況その3（小寒水橋より）3）
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串川出水状況（日田市大字高瀬）

写真−2.6.5　串川の出水状況（串川橋より）3）

小野川被災状況（日田市大字小野） 

写真−2.6.6　小野川の被災状況（梛
な ぎ の

野）3）
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花月川被災状況（日田市大字花月） 

写真−2.6.7　花月川（大分県管理区間）の被災状況（秋原町）3）

2.7  日田市管理等の道路・河川の被害
（1）被害の概要

主要なライフラインの一つである道路においては、幹線道路の国道や県道から生活
道路である市道に至るまで、道路法面の崩壊や陥没、路肩の決壊などにより、多数の
通行不能箇所が発生した。

中でも、先に述べた吾々路川の土砂災害により、市道第 1 田来原木弓線は、長さ
1㎞に渡り道路部が欠損したため、地域住民は迂回路を利用した不便な生活を強いら
れた。

河川については、国管理の花月川については既に述べたが、県管理河川、市管理河
川の多くにおいて、堤防の決壊や堤防道路損壊が発生した。
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（2）被害件数・被害額
公共土木施設（道路、河川及び橋梁）の国庫補助分の被害件数・被害額は、以下に

示すとおりであった。

表−2.7.1　公共土木施設の国庫補助被害件数・被害額
（単位：件・千円）

区　分
市　管　理 県　管　理

被害件数 被害額 被害件数 被害額

道　路 167 847,907 47 627,788

河　川 102 696,992 274 4,652,379

橋　梁 6 75,771 1 61,204

合　計 275 1,620,670 322 5,341,371

※上記被害額は、国庫補助の災害査定額

また、日田市単独災害の被害件数・被害額は、以下に示すとおりであった。

表−2.7.2　日田市単独災害被害件数・被害額

天瀬振興局分
（単位：件・千円）

前津江振興局分
（単位：件・千円）

上津江振興局分
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

道　路 29 53,638 道　路 26 45,337 道　路 5 4,022

河　川 9 10,36 河　川 3 6,363 河　川

計 38 64,004 計 29 51,700 計 5 4,022

大山振興局分
（単位：件・千円）

中津江振興局分
（単位：件・千円）

振興局　合計
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

道　路 30 49,462 道　路 15 23,433 道　路 105 175,892

河　川 4 6,727 河　川 河　川 16 23,456

計 34 56,189 計 15 23,433 計 121 199,348

土木課分
（単位：件・千円）

【日田市全体】
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

道　路 180 229,491 道　路 285 405,383

河　川 12 9,091 河　川 28 32,547

法定外 6 2,989 法定外 6 2,989

計 198 241,571 総　計 319 440,919



第
２
章

被
害
の
概
要

2−24 ｜ 平成24月7年九州北部豪雨 日田市災害記録誌

（3）被害状況
以下に、公共土木施設の被害状況を示す。

　

・市道第1田来原木弓線 　・市道第1田来原木弓線

　

・市道志谷線 　・市道志谷線

　

・市道小塩高木線 　・市道小塩高木線
写真−2.7.1　公共土木施設の被害状況・日田市分その1
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・市道銭花五条殿線 　・市道川原城南線

　

・市道平和通線 　・市道合谷谷向線

　

・市道日向野大石線峠線 　・市道上手水目線 （夕田橋）
写真−2.7.2　公共土木施設の被害状況・日田市分その2
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・国道212号 （藤山町） 　・県道日田戸畑線

　

・県道朝田日田線 （福岡県境付近） 　・県管理河川　志谷川

　

・県管理河川　有田川（上流から下流を見る） 　・県管理河川　小野川
写真−2.7.3　公共土木施設の被害状況・大分県分
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国道 212 号冠水状況（日田市大字三和）

写真−2.7.4　国道212号の冠水状況（大字三和）3）

(一)宝珠山日田線被災状況（日田市大字小野）

写真−2.7.5　県道宝珠山日田線の被災状況（大字小野）3）
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2.8  ライフラインの被害と復旧状況
ライフラインでは、主に、土砂災害を原因とする送電線及び電話線等の断線により一

部の地域での停電が発生するとともに、固定電話、有線テレビなどが不通となった。
また、河川の増水による道路の決壊や橋梁の被災により上下水道管が切断され、断水

となる地域も発生した。このため、発電機の設置や仮配水管などにより、応急復旧を行っ
たが、応急復旧の見通しが立たない地域では、給水活動が必要となったため、タンクに
よる臨時の給水所を設けるなどの対応を行った。

特に、前津江町志谷地区においては、土石流により地域が運営する給水施設が壊滅的
な被害を受けたため、復旧までに数ヶ月を要したことから、その間は仮の配水タンクを
設置して、市職員が給水活動を続けた。

表−2.8.1　上下水道の被害結果
区　分

項　目
被害箇所 被 害 額

内国庫補助該当分

件 数 金 額

上水道 15 件 8,883 千円

簡易水道 20 件 21,096 千円 1 件 5,552 千円

給水施設 2 件 915 千円

公共下水道 14 件 6,993 千円 1 件 3,570 千円

農業集落排水施設 7 件 3,207 千円

特定環境保全公共下水道 1 件 143 千円

※水道は仮設費用含む

表−2.7.2　電気通信の被害結果
区　分

項　目
7 月 3 日 7 月 14 日

電気（停電） 50 件（290 戸） 80 件（483 戸） 最大 35 時間停電

固定電話（不通） 130 件 最大 7 日不通

水郷テレビ（停波） 2 世帯 69 世帯 最大 6 日停波

KCV テレビ（停波）

　

・殿町排水管流失 　・深谷橋水道管流失（仮設状態）
写真−2.8.1　水道の被害状況その1
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・日掛橋水道管流失 　・天瀬町簡水被災状況

　

・八幡町臨時給水所 　・殿町臨時給水所

・前津江町志谷地区仮設給水所 　
写真−2.8.2　水道の被害状況その2
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・清水町住吉地区下水道管切断 　・同左仮復旧

・大山町錦打地区下水道管流失

・大肥町白岩地区道路陥没による下水道管破損
写真−2.8.3　下水道被害の写真結果
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2.9  孤立集落
7 月 14 日の豪雨では、道路法面の崩落や路肩の決壊などにより、山間部で道路網に

不通区間が発生し、一部の地域で集落が孤立した。車両での通行が不可能となったため、
市職員や日田消防署、自衛隊員が徒歩で調査を行った。

その結果、迂回路も無く短時間での応急復旧が見込めなかった柚
ゆ う ぎ

木地区と三
うらせばる

春原地区
は、孤立状態の解消に時間を要する状況であったため、大分県の防災航空隊の防災ヘリ
により、食料、飲料水、発電機、衛星携帯電話、生活必需品などを空輸した。また、翌
日には、柚木地区内の要援護者 4 人を防災ヘリで搬出し、施設への一時入所の措置を行っ
た。

高花地区、二ッ尾地区、緑町 2 丁目は迂回路がある、もしくは道路の土砂撤去を行え
ば通行可能な地域であったが、念のため食料と飲料水の空輸を行った。

各地区の孤立状況や防災ヘリの運航履歴は、以下のとおりである。また、道路被害と
孤立状況を図−2.9.1に示す。調査状況や救助状況の写真を以下に示す。
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図−2.9.1　孤立集落等の状況
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・柚木地区に向かう調査隊 　・うきは市方面から柚木地区に繋がる県道

　

・柚木地区内現場調査 　・調査後の状況整理打合せ

　

・防災ヘリによる要援護者救助1 　・防災ヘリによる要援護者救助2
写真−2.9.1　孤立集落調査状況と要援護者の救助活動
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・防災ヘリによる要援護者救助3 　・防災ヘリによる要援護者救助4
写真−2.9.2　要援護者の救助活動

写真−2.9.3　前津江町柚木の状況
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2.10  教育施設の被害
7 月 3 日の豪雨により日田市北部にある市立北部中学校では、花月川にかかる

「夕
ゆうだばし

田橋」付近からの河川水の越流により、校門から押し寄せた濁流がグラウンドや校
舎 1 階まで押し寄せ、床上浸水被害を受けた。また、少し下流に位置する私立昭和学園
高校も同様の被害を受けることとなった。

また、日田市街部西部に位置する市立光岡小学校でも、花月川からの洪水によりグラ
ウンドが浸水するとともに、校舎床下まで濁流が押し寄せる被害が発生するなど、公立
の小中学校を合わせて、5 校で被害を受けた。

以下に、市立学校の被害件数・被害額と休校状況を示す。また、被害状況の写真を示す。

表−2.10.1　公立教育施設の被害件数・被害額

区分 被害件数 被害額
内国庫補助対象分

件数 金額

小学校施設 1 校 460 千円

中学校施設 4 校 27,559 千円 2 校 25,184 千円

合計 5 校 28,019 千円 2 校 25,184 千円

・三和小学校 460 千円
・北部中学校 23,478 千円 ・東有田中学校 2,425 千円
・戸山中学校 1,029 千円 ・大明中学校 627 千円

表−2.10.2　学校休校状況

学校名 7月3日（火） 7月4日（水） 7月5日（木） 7月6日（金）

1 咸宜小学校 休 校

2 桂林小学校 休 校

3 高瀬小学校 休 校

4 光岡小学校 休 校

5 朝日小学校 休 校

6 三和小学校 休 校 休 校

7 有田小学校 休 校

8 小野小学校 休 校 休 校 休 校 休 校

9 大明小学校 休 校 休 校

10 石井小学校 休 校 休 校

11 三隈中学校 休 校

12 南部中学校 休 校

13 北部中学校 休 校 休 校 休 校

14 戸山中学校 休 校 休 校 休 校

15 東有田中学校 休 校

16 大明中学校 休 校 休 校

休 校 合 計 9 校 13 校 3 校 2 校
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・花月川から北部中学校校門への流入水

　

・冠水した北部中学校渡り廊下 　・冠水した北部中学校駐車場

　

・洪水が治まった後の北部中学校玄関入口 　・洪水が治まった後の北部中学校玄関入口
写真−2.10.1　教育施設の被害状況その1
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・洪水が治まった後の北部中学校駐輪場1 　・洪水が治まった後の北部中学校駐輪場2

　

・冠水した北部中学校1階廊下 　・冠水した北部中学校職員室

　

・清掃中の北部中学校1階廊下 　・清掃中の北部中学校1階教室

写真−2.10.2　教育施設の被害状況その2
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・光岡小学校周辺 　・床下浸水した光岡小学校校舎

・冠水した光岡小学校グラウンド

・冠水した光岡小学校の渡り廊下

写真−2.10.3　教育施設の被害状況その3
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2.11  文化財の被害
（1）下

し も こ だ け

小竹精米製粉用水車の被害
文化財については、平成4年3月10日に市の指定文化財となった小野地区鈴

す ず れ

連町の「下
小竹精米製粉用水車」が 7 月 3 日の小野川の洪水で一部損壊した。さらに 7 月 14 日に
は追い討ちをかける形で再び小野川の洪水に見舞われ、全壊の状態となった。そのため、
同年 10 月 24 日には、市文化財の指定を解除することとなった。

以下に被害前の写真を含め、被災状況の写真を示す。

・被災前の「下小竹精米製粉用水車」

　

・被災を受けた「下小竹精米製粉用水車」
写真−2.11.1　文化財・下小竹精米製粉用水車の被害状況
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（2）県指定有形文化財筏
いかだばめがねばし

場目鏡橋の被害
県指定有形文化財筏場目鏡橋は、平成 24 年九州北部豪雨災害により、壁石が流失し、

現在では輪石を残すのみとなった。

写真−2.11.2　筏場目鏡橋の往時の姿

　

写真−2.11.3　被災直後の筏場目鏡橋（左：上流側から、右：下流側から）

　

写真−2.11.4　流木撤去後の筏場目鏡橋（左：上流から　右：下流から）
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（3）重要伝統的建造物群保存地区の被災（豆
まめ

田
だ

町
まち

）
被害の概要を、7 月 3 日、7 月 14 日及び 7 月 16 日毎に以下の位置図で示す。

　

7月3日 　 7月14日

伝建浸水被害位置図（7/16分）

7月16日

図−2.11.1　重要伝統的建造物群保存地区の被災状況
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また、被災状況の写真を以下に示す。

写真−2.11.5　港町　大原家

写真−2.11.6　港町　櫻木家

写真−2.11.7　城町1丁目　石井家
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2.12  農業関係被害
今回の豪雨では、多くの河川の氾濫は、農業施設や農地にまで甚大な被害をもたらし

た。
中でも 7 月 14 日の市内広範囲に及んだ降雨は、農道、水路、頭首工、ため池など、

あらゆる農業施設に被害をもたらした。この被害により今後の農業存続も危ぶまれる地
域も発生している。

以下に農業関係の被害件数・被害額及び被害状況の写真を示す。

表−2.12.1　農業用施設の国庫補助被害件数・被害額
（単位：件・千円）

区　分 被害件数 被害額

農業用施設 425 1,170,053

農　地 401 473,738

合　計 826 1,643,791

※上記被害額は、国庫補助の災害査定額

・農業用施設内訳

区分 被害件数 被害額

道　路 75 131,199

橋　梁 7 146,109

水　路 263 521,801

頭首工 77 359,473

ため池 3 11,471

合　計 425 1,170,053

・農地内訳

区分 被害件数 被害額

田 294 351,501

畑 107 122,237

合　計 401 473,738
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表−2.12.2　農業関係日田市単独災害被害件数・被害額
天瀬振興局分

（単位：件・千円）

前津江振興局分
（単位：件・千円）

上津江振興局分
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

施　設 35 13,689 施　設 22 9,864 施　設 2 1,043

農　地 41 14,910 農　地 14 7,210 農　地 3 1,030

計 76 28,599 計 36 17,074 計 5 2,073

大山振興局分
（単位：件・千円）

中津江振興局分
（単位：件・千円）

振興局　合計
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

施　設 4 1,303 施　設 20 7,484 施　設 83 33,383

農　地 3 1,181 農　地 19 10,078 農　地 80 34,409

計 7 2,484 計 39 17,562 計 163 67,792

農業振興課分
（単位：件・千円）

【日田市全体】
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

施　設 249 84,162 施　設 332 117,545

農　地 278 108,140 農　地 358 142,549

計 527 192,302 総　計 690 260,094

　

・高瀬（間門橋） 　・鶴河内　喜三庵

　

・市ノ瀬町 　・市ノ瀬町
写真−2.12.1　農業関係施設の被害状況その1
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・小野地区 　・小野地区

　

・秋原町 　・東有田

　

・鶴河内町（柳瀬） 　・岩美町

　

・上諸留町 　・上諸留町（日向野）
写真−2.12.2　農業関係施設の被害状況その2
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・大日町 　・大日町

　

・岩美町 　・市ノ瀬町

　

・鈴連町（松山入口） 　・鈴連町（小野小学校上流）

　

・上宮町 　・市ノ瀬町
写真−2.12.3　農業関係施設の被害状況その3
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2.13  林業関係被害
記録的な大雨は、市有面積の約 83% を占める山林にも大きな被害をもたらした。山

地の崩壊や林業施設等に大きな被害が発生し、市の主力産業である林業、製材業、木工
業などに影響を及ぼした。

以下に林業関係の被害件数・被害額及び被害状況写真を示す。

表−2.13.1　林業施設の国庫補助被害件数・被害額

区　分 被害件数 被害額

林業用施設 28 234,893

合　計 28 234,893

※上記被害額は、国庫補助の災害査定額

・農業用施設内訳

区分 被害件数 被害額

林　道 28 234,893

合　計 28 234,893

表−2.13.2　林業関係日田市単小災害復旧事業　林道被害件数・被害額
（市単小災害工事のみ）

※単小災害とは、一定規模未満の、補助事業の対象とならない災害
天瀬振興局分

（単位：件・千円）

前津江振興局分
（単位：件・千円）

上津江振興局分
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

計 7 8,820 計 67 33,970 計 2 393

上津江振興局のみ維持工事費にて対応

大山振興局分
（単位：件・千円）

中津江振興局分
（単位：件・千円）

振興局　合計
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

計 20 6,200 計 10 6,047 計 106 55,037

本庁分
（単位：件・千円）

【日田市合計】
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

計 209 97,743 総　計 315 152,780
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表−2.13.3　林業関係日田市単小災害復旧事業　作業道・林地等被害件数・被害額
（市単小災害補助事業のみ）

天瀬振興局分
（単位：件・千円）

前津江振興局分
（単位：件・千円）

上津江振興局分
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

作業道 5 2,775 作業道 9 7,417 作業道 0 0

林　地 0 0 林　地 0 0 林　地 0 0

計 5 2,775 計 9 7,417 計 0 0

大山振興局分
（単位：件・千円）

中津江振興局分
（単位：件・千円）

振興局　合計
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

作業道 2 2,698 作業道 0 0 作業道 16 12,890

林　地 0 0 林　地 0 0 林　地 0 0

計 2 2,698 計 0 0 計 16 12,890

本庁分
（単位：件・千円）

【日田市合計】
（単位：件・千円）

区 分 件 数 金額 区 分 件 数 金額 

作業道 9 6,080 作業道 25 18,970

林　地 8 3,720 林　地 8 3,720

計 17 9,800 総　計 33 22,690

※被害額は、補助金ベース。（作業道等 85％、林地 70％）

　

・小野地区 （林道岳滅鬼線　起点3.5㎞付近） 　・同左
写真−2.13.1　林道施設の被害状況その1
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・小野地区 （林道岳滅鬼線　起点6.0㎞付近） 　・同左

　

・小野地区 （林道岳滅鬼線　起点8.0㎞付近） 　・同左

　

・三花地区 （林道花月線　起点10㎞付近） 　・同左
写真−2.13.2　林道施設の被害状況その2
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・三花地区 （林道花月線　起点1.5㎞付近） 　・同左

　

・三花地区 （林道花月分線　起点0.3㎞付近） 　・同左

　

・前津江町 （林道千蔵木線　起点0.4㎞付近） 　・同左 （起点0.5㎞付近）
写真−2.13.3　林道施設の被害状況その3
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・前津江町 （林道浦平線　起点0.6㎞付近） 　・前津江町 （林道清水の元線　起点0.8㎞付近）

・大山町 （林道竹ノ迫線　起点0.7㎞付近）

　

・前津江町 　
写真−2.13.4　林道施設の被害状況その4




